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陳

牽

{専

試

るム
日間

後
漢
末
か
ら
三
園
に
か
け
て
の
時
期
は
、
混
乱
の
時
代
で
あ
る
。

四
百
年
績
い
た
中
央
集
権
闘
家
が
、

立
目
安
」
立
て
て
崩
壊
し
は
じ
め

た
。
こ
の
時
に
嘗

っ
て
、
人
々
は
或
い
は
奮
い
秩
序
に
頼
っ
て
こ
れ

を
強
化
し
よ
う
と
試
み
、

或
い
は
新
し
く
そ
れ
を
確
立
し
よ
う
と

し
、
中
に
は
世
の
混
見
を
避
け
て
隠
遁
生
活
に
入
り
、

そ
し
て
多
く

の
人
は
た
だ
世
の
荒
波
に
も
ま
れ
る
ま
ま
に
過
し
た
。

小
論
に
お
い
て
は
陳
翠
と
そ
の
一
族
を
取
り
上
げ
、
嘗
時
の
世
相

を
考
え
て
行
き
た
い
。

ま
ず
陳
撃
の
履
歴
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。
そ
の
俸
は
貌
志
巻

狩

野

直

市貞

に
見
え
る
。

陳
輩
字
は
長
文
と
い
い
、
頴
川
許
昌
(
河
南
省
許
昌
鯨
)
の
人
で

あ
る
。
祖
父
陳
寒
・
父
陳
紀
・
叔
父
陳
堪
、
い
ず
れ
も
後
漢
時
代
に
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名
聾
が
高
か

っ
た
。
三
君
と
稽
さ
れ
、
橡
州
の
百
姓
は
皆
、
こ
の
三

人
の
宵
像
を
董
い
た
と
俸
え
ら
れ
る
。

先
ず
彼
の
生
年
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
は

っ
き
り
と
し
な
い
。
た
だ

そ
れ
を
推
測
さ
せ
る
材
料
は
い
く
つ
か
あ
る
。

て
彼
の
父
陳
紀
は
建
安
の
初
期
(
建
安
元
年
は
一
九
六
年
〉
に

七
一
歳
で
卒
し
た
。
従

っ
て
そ
の
生
年
は
一
三

O
年
前
後
で
あ

る。
二
、
「
魯
園
孔
融
高
才
倍
倣
、
年
在
(
陳
)
紀
・
(
陳
)
翠
之
間
」

(
陳
翠
停
)
と
あ
る
。
そ
し
て
孔
融
の
生
年
は
一
五
三
年
で
あ

マ心。



=
て
陳
筆
が
始
め
て
世
に
出
た
の
は
議
州
刺
史
劉
備
に
辞
さ
れ
て

州
の
別
駕
に
な
っ
た
時
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
九
三
年
の
こ
ろ
と

考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
艶
か
ら
考
え
て
、
陳
翠
の
生
年
は
一
七

O
年
前
後
で
あ
ろ

ぅ
。
そ
れ
は
第
一
次
議
鋼
の
獄
直
後
に
嘗
た
る
。

陳
筆
は
幼
時
よ
り
将
来
を
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で

筆
信
用
見
時
、
建
常
奇
異
之
、
謂
宗
人
父
老
日
、
此
児
必
輿
我
宗
、

と
見
え
る
。
孔
融
と
の
交
り
も
始
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

陳
謝
草
が
官
界
に
足
を
踏
み
出
し
た
の
は
、
右
に
述
べ
た
劉
備
に
辞

さ
れ
た
時
で
あ
る
。
劉
備
が
陶
謙
か
ら
徐
州
牧
を
譲
ら
れ
、
そ
れ
を

引
受
け
よ
う
と
し
た
時

案
術
向
強
、
今
東
必
興
之
争
、
日
布
若
襲
将
軍
之
後
、
将
軍
難
得

徐
州
、
事
必
無
成
、

と
諌
め
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
劉
備
は
は
た
し
て
敗
戦
し

劉
備
は
牽
を
茂
才
に
拳
げ
、
柘
令
に
除
し
た
が
任
地
に
赴
か

R

-

。

φ
h
 

ず
、
父
の
陳
紀
と
難
を
徐
州
に
避
け
た
。

つ
い
で
曹
操
に
僻
さ
れ
、

司
空
西
曹
嫁
属
と
な

っ
た
。

西
曹
主
府
史
署
用
、
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(
後
漢
書

百
官
志
)

人
事
を
権
首
し
た
の
で
あ

と
み
え
る
か
ら

る
。
伎
が
人
物
の
饗
識
に
秀
れ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
ャ
次
の
よ

う
な
話
が
あ
る
。

時
有
薦
繁
安
王
模

・
下
部
周
達
者
、
太
組
(
曹
操
)
酔
之
、

翠
封

還
数
以
震
模
謹
積
徳
、
終
必
敗
、
太
租
不
聴
、
後
模
謹
皆
坐
姦
究

設
、
太
組
以
謝
撃
、
翠
薦
慶
陵
陳
矯

・
丹
陽
戴
乾
、
太
組
皆
用
之
、

後
呉
人
叛
、
乾
忠
義
死
難
、
矯
途
鯖
名
臣
、
世
以
筆
錆
知
人
、

陳
毅
午
、
い
か
「
積
徳
」
と
な
し
た
人
物
は
姦
究
に
坐
し
て
珠
さ
れ
、
彼
が

推
薦
し
た
陳
矯

・
戴
乾
は
忠
義
之
士
、
名
臣
と
し
て
高
い
評
債
を
受

け
た
。
陳
矯
は
、
競
志
こ
こ
に
、
陳
輩
と
巻
を
同
じ
う
し
て
停
が
あ

99 -

る
の
で
、
後
に
鰯
れ
る
機
舎
が
あ
ろ
う
。

彼
は
や
が
て
驚

・
賛

・
長
卒
の
令
を
歴
任
し
た
が
、
や
が
て
父
陳

紀
が
卒
し
た
の
で
官
を
去

っ
た
。
し
か
し
ふ
た
た
び
司
徒
擦
を
も
っ

て
高
第
に
あ
げ
ら
れ
、
治
書
侍
御
史
と
な
り
、
さ
ら
に
参
丞
相
軍
事

に
轄
じ
た
。

治
書
侍
御
史
は
「
掌
選
明
法
律
者
篤
之
、
凡
天
下
諸
融
疑
事
、
掌

以
法
律
首
其
是
非
」
と
見
え
る
(
後
漢
室
一
回
百
官
士
山
)
。
陳
翠
は
叉
法

律
に
も
明
ら
か
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

建
安
一
八
年
〈
一
二
三
〉
、

現
園
が
成
立
し
た
。

彼
は
御
史
中
丞

に
う
つ
っ
た
。
治
書
侍
御
史

・
御
史
中
丞
と
、
御
史
系
統
の
官
が
多
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く
な
っ
て
い
る
。

御
史
は
監
察

・
弾
劾
に
嘗
る
わ
け
で
、
身
分
は
低

い
が
質
権
を
持
ち
、
天
子
の
手
足
と
な
る
役
割
を
捲
う
。

人
物
の
墜

定
に
秀
れ
、
法
律
知
識
に
も
明
る
か

っ
た
陳
翠
は
充
分
そ
の
任
を
果

し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

時
に
肉
刑
を
復
す
る
か
否
か
の
論
が
起

っ
た
。
こ
の
問
題
は
、
彼

の
父
陳
紀
も
か
つ
て
こ
れ
を
論
じ
て
い
た
。

時
太
組
、
議
復
内
刑、

令
目
、
安
得
通
理
君
子
達
於
古
今
者
、
使

卒
斯
事
乎
、
土
日
陳
鴻
腕
(
陳
紀
は
大
鴻
臓
に
な

っ
て
い
た
〉
以
魚

死
刑
有
可
加
於
仁
思
者
、
正
謂
此
也
、
御
史
中
丞
(
陳
翠
〉
能
申

其
父
之
論
乎
、
翠
釘
目
、

臣
父
紀
以
魚
、
漢
除
肉
刑、

市
増
加

rr
、

グド

而
死
者
更
衆
、

名
軽
而
貫
重
者
也
、

本
興
仁
側
、

所
謂
、

今
以
答
死
之
法
、
易
不
殺
之
刑
、
是
重
人
支
位
、
而
軽
人
躯

命
也、

と
あ
る
。
陳
鐙
は
肉
刑
復
活
に
反
射
し
た
。
こ
の
時
鍾
訴
も
亦
同
じ

意
見
を
持

っ
て
い
た
。
鍾
綴
は
後
に
も
述
べ
る
が
陳
筆
と
は
同
郷
で

あ
り
、

お
互
い
の
祖
父
の
時
か
ら
の
友
人
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
重
臣

王
朗
も
時
機
尚
早
を
述
べ
、
こ
の
議
は
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
。

陳
準
は
つ
い
で
侍
中
と
な
り
、
丞
相
東
西
曹
嫁
と
な
っ
た
。
丞
相

府、

創
ち
曹
操
の
下
で
、
貌
園
の
人
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
わ
け
で
あ

る
在
朝
無
遁
無
莫
、
雅
伏
名
義
、
不
以
非
道
服
人
、
文
帝
在
東
宮
、

深
敬
器
鷲
、
待
以
交
友
之
雄
、

」う
し
て
文
帝
(
曹
歪
)
と
の
関
係
が
深
く
な
り
、

司
馬
部

・
臭

質

・
朱
繰
ら
と
そ
の
四
友
と
な
り
(
耳
目
書
宣
帝
紀
)
、

曹
操
袈
後
向

世
一
回
と
な
っ
て
九
品
官
人
の
法
を
制
し
、
貌
朝
誕
生
と
と
も
に
向
書
僕

さ
ら
に
鎖
軍
大
将
軍
領

中
護
軍
録
向
書
事
と
文
武
の
指
導
的
地
位
に
の
ぼ
り
、
商
問
員

・
司
馬

射
に
な
り
、

つ
い
で
尚
書
令
に
の
ぼ

っ
た。

諮
ら
と
文
帝
か
ら
遺
託
を
う
け
た
。
明
帝
即
位
後
は
府
を
開
く
こ
と

-100-

を
許
さ
れ
、
司
空
に
陸

っ
た
。
時
に
依
り
事
に
依

っ
て
意
見
を
た
て

ま
つ
り

人
々
か
ら
重
ん
ぜ
ら
れ

青
龍
四
年
(
二
三
六
〉
亮
じ

た。
何
長
の
論
語
集
解
序
に

近
故
司
空
陳
準
・
太
常
王
粛

・
博
士
周
生
烈
、
皆
矯
義
読
ョ

と
見
え
る
か
ら
、
論
語
に
劃
す
る
注
樺
も
行
な
っ
て
い
た
わ
け
で
、

「
論
語
陳
氏
義
説
」
が
侠
文
を
集
め
て
玉
函
山
房
輯
侠
書
中
に
お
さ

め
ら
れ
て
レ
る
。



陳
奈
が
出
た
顕
川
と
は
い
か
な
る
所
か
。
前
漢
書
巻
二
八
下
地
理
志

の
末
に
頴
川
の
人
朱
績
が
丞
相
張
馬
に
命
じ
ら
れ
て
諸
園
の
風
俗
を

観
察
し
、
そ
の
結
果
を
報
告
し
た
文
が
の

っ
て
い
る
。
張
福
岡
が
丞
相

に
な
っ
た
の
は
河
卒
四
年
(
前
二
五
〉
、

老
病
を
も
っ
て
骸
骨
を
乞

う
た
の
が
鴻
嘉
元
年
(
前
二

O
)
で
あ
る
か
ら
(
漢
書
八
て
張
百
円

停)、

彼
は
中
園

こ
の
文
が
書
か
れ
た
時
代
は
定
ま
っ
て
く
る
。

を
、
秦
地
・
細
腕
地
・
周
地

・
韓
地

・
越
地

・
燕
地

・
湾
地
・
魯
地
・

宋
地

・
街
地

・
楚
地

・
呉
地

・
与
地
に
分
け
て
記
し
て
い
る
が

の
地
域
別
け
は
、
劉
向
の
分
類
に
従

っ
た
も
の
で
あ
る
と
は
、
漢
書

の
著
者
班
固
の
読
で
あ
る
。

こ
の
中
で
朱
識
は
郷
土
の
頴
川
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
言

っ
て
い

る。
頴
川
・
南
陽
、
本
夏
百
円
之
園
、
夏
人
上
忠
、
其
倣
部
朴
、
(
中
略
)

頴
川
韓
都
、
土
有
申
子
韓
非
刻
害
除
烈
、
高
仕
官
、
好
文
法
、
民

以
貧
溢
争
訟
生
分
震
失
、
韓
延
蕎
鶏
太
守
、
先
之
以
敬
譲
、
黄
覇

緩
之
、
教
化
大
行
、
:
:
:
頴
川
好
必
ず
訟
分
異
、

頴
川
は
南
陽
を
含
め
て
、

も
と
韓
の
園
に
属
し
、
後
に
は
韓
の
都
が
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韓
に
は
申
子
(
申
不
筈
)
、
韓
非
と
い

っ
た
法
家
者
流

の
人
が
出
た

の
で
、
頴
川
の
人
に
は
刻
害
の
風
が
残

っ
て
レ
る
。
官

置
か
れ
た
。

僚
に
な
る
こ
と
を
名
器
と
考
え
、
法
律
を
好
み
、
け
ち
ん
ぼ
う
で
裁

判
沙
汰
が
絶
え
な
い
し、

分
異
(
分
家
)
が
行
わ
れ
る
、

と
い
う
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
朱
輪
よ
り
も
七
八
十
年
前
の
司
馬
遷
が
、
史
記
貨

殖
列
俸
に

頴
川
南
陽
夏
人
之
居
也、

夏
人
政
向
忠
朴
、
猫
有
先
王
之
遺
風
、

頴
川
敦
慮
、

と

重
厚
で
謹
し
み
深
い
と
記
し
て
い
る
の
と
大
い
に
異

っ
て
い

F
L
 

Y
 

る

し
か
し
、
こ
れ
は
朱
輸
の
設
を
も

っ
て

よ
り
適
切
に
頴
川
の
事

噌

aム
ハU
司
自
ム

情
を
示
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
そ
れ
は
朱
翰
そ
の
人
が
頴
川
の
出

身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

一
つ
の
極
め
手
で
あ
る
が
、
雨
漠
蓄
を

通
じ
て
、
頴
川
出
身
者
の
、
ま
た
頴
川
に
閲
し
て
の
記
事
が
こ
れ
を

裏
づ
け
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
上
頴
川

・
南
陽
と
連
稽
さ
れ
る
こ
の
地
域
は
、
漢
か
ら
三
園

に
か
け
て
の
中
園
の
蟹
革
の
時
代
に
、
種
々
の
意
味
で
大
き
な
役
割

を
果
た
す
所
で
あ
る
。

南
陽
に
つ
い
て
は
、

宇
都
宮
清
士
口
博
士
に

「
劉
秀
と
南
陽
」
な
る
論
稿
が
あ
る
の
で
、
し
ば
ら
く
お
い
て
論
じ

:
、
。

え
し
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四

前
漢
武
帝
の
輝
か
し
い
政
治
が
終
っ
て
み
る
と
、
漢
朝
に
は
数
多

く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
レ
た
。
相
つ
ぐ
外
征
と
均
職

・
卒
準

・
機
酷

な
ど
一
連
の
経
済
政
策
の
質
施
に
よ
り
、
園
民
の
生
活
は
非
常
に
苦

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

ま
た
董
仲
針
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る

よ
う
に
、
土
地
の
粂
弁
が
盛
ん
に
な

っ
て
来
た
。
頴
川
の
地
は
そ
の

例
外
で
な
か

っ
た。

と
い
う
よ
り
、
頴
川
は
中
闘
で
も
土
地
粂
弁
が

著
し
く
進
行
し
て
い
た
地
方
で
あ

っ
た

と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

さ
い
わ
い
に
も
宣
帝
時
代
に
頴
川
太
守
に
任
命
さ
れ
た
人
の
名
が

分
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
朱
教
の
報
告
文
の
中
に
見
え
て
い
る
韓

延
寄
・
寅
輔
が
そ
れ
で
あ
り
、

ま
た
韓
延
需
の
俸
に
よ

っ
て
、
彼
の

前
任
者
が
越
魔
漢
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
趨
慶
漢
l
韓
延
書
|
糞

覇
こ
の
相
つ
い
で
頴
川
太
守
に
な
っ
た
三
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
能
吏
と

し
て
治
法
が
あ
っ

た
。
始
め
の
二
人
は
前
漢
書
七
六
に
俸
が
あ
り
、

黄
朝
は
循
吏
侍
中
に
そ
の
名
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

組
成
漢
は
深
郡
強
吾
の
人
で
あ
る
。

最
初
郡
の
下
級
官
吏
と
な

り
、
や
が
て
認
め
ら
れ
て
茂
材
に
察
せ
ら
れ
、
際
に
穆
げ
ら
れ
、
陽

剤
使
令
と
な
っ

た
。
漢
代
の
高
級
官
僚
へ
の
正
規
の

コ
l
ス
を
歩
ん
だ

と
言
え
る
。
趨
贋
漢
が
令
と
し
て
赴
任
し
た
陽
額
豚
は
頴
川
郡
に
属

し
、
郡
治
の
所
在
地
で
も
あ
る
。
彼
と
頴
川
と
の
接
鯛
は
こ
こ
に
始

る
。
そ
し
て

以
治
行
尤
呉
、
謹
京
輔
都
尉
、
守
京
兆
晋
ノ、

と
あ
る
。
彼
が
陽
期信
令
と
し
て
、
目
六健
的
に
ど
の
よ
う
な
事
を
行
な

っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

し
か
し
、
成
績
が
非
常
に
あ
が
っ
た
と
い

う
か
ら
、
或
は
豪
族
針
策
に
探
腕
を
振
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
そ

の
功
績
で
京
輔
都
尉
に
遷
り
、
京
兆
晋
ノを
品
兼
ね
た
の
で
あ
る
。
こ
の

時
、
京
兆
の
豪
族
と
争
い
、
こ
れ
を
抑
墜
し
た
。
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禽
昭
帝
崩
、
而
新
盟
社
建
魚
京
兆
嫁
、
護
作
卒
陵
方
上
、
建
素
豪

侠
、
賓
客
矯
姦
利
、
廃
漢
聞
之
、
先
風
告
建
不
改
、
於
是
牧
案
致

法
、
中
貴
人
豪
長
者
震
詰
無
不
至
、
移
無
所
聴
、
宗
族
賓
客
謀
欲

築
取
、
鹿
漢
意
知
其
計
議
主
名
起
居
、

た
ま
た
ま
昌
邑
王
賀
の
贋
位
問
題
が
起
り
、
霊
光
の
宣
帝
擁
立
に
輿

、
、，ノ
ー

爵
関
内
侯
を
賜
っ
て
頴
川
太
守
に
遵
っ
た
(
前
七
四
)
。

嘗
時

頴
川
に
は
原
・
裕
二
氏
を
始
め
、
多
く
の
豪
傑

・
大
姓
が
存
し
て
い

た
。
漢
書
九
二
激
侠
俸
に
、
原
渉
は
武
帝
の
時
、
豪
傑
を
も
っ
て
陽

護
よ
り
茂
陵
に
徒
る
と
見
え
る
し
、

漠
代
の
裕
氏
と
直
接
関
係
が
あ

る
か
ど
う
か
は
つ
ま
び
ら
か
に
し
な
い
が
、
陽
裂
の
裕
氏
は
南
北
朝



時
代
に
も
そ
の
名
が
見
え
る
。

彼
ら
は
豪
族

一
般
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に、

互
い
に
逼
婚
し
、

た
賓
客
を
そ
の
周
固
に
集
め
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
の
地
方
長
官
は
か

れ
ら
の
横
暴
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
か
地
方
官

吏
の
中
に
は
こ
れ
と
議
振
を
結
ん
で
利
を
貧
る
も
の
も
あ
る
始
末
で

あ
る
。
し
か
し
慶
漢
は
赴
任
す
る
や
原

・
補
二
氏
の
首
悪
を
訣
し
、

姦
議
を
解
散
さ
せ
た
。
そ
の
方
法
は

属
使
其
(
豪
傑
大
姓
及
び
吏
を
さ
す
)
中
可
用
者
受
記
、
出
有
案

問
、
既
得
罪
名
、
行
法
罰
之
、
庚
漢
故
漏
世
其
語
、
令
相
怨
答
、

又
数
吏
魚
括
筒
、
及
得
投
書
、
削
其
主
名
、
而
託
以
魚
豪
傑
大
姓

子
弟
所
一言
、
其
後
彊
宗
大
族
、
家
家
結
篤
仇
齢
、
姦
議
散
落
、
風

俗
大
改
、
吏
民
相
告
許
、
慶
漢
得
以
矯
耳
目
、
盗
賊
以
故
不
護
、

渡
叉
靴
得
、
壷
切
治
理
、

と
あ
る
。
即
ち
あ
る
事
を
知
っ
た
の
は
、
だ
れ
そ
れ
か
ら
の
話
を
聞

い
た
か
ら
で
あ
る
と
宣
惇
し
、
又
は
投
章
一日
を
奨
勘
し
て
お
い
て
わ
ざ

と
投
書
者
の
名
を
す
り
か
え
た
り
、
或
い
は
ス
パ
イ
を
使
っ
て
様
子

を
探
る
な
ど
、
法
術
を
使

っ
て
大
姓
豪
族
を
抑
え
た
わ
け
で
あ
る
。

466 

そ
し
て
こ
の
矯
豪
族
は
お
互
い
に
病
疑
心
を
抱
く
よ
う
に
な

っ
た。

慶
漢
が
再
び
京
兆
弔
ア
に
移
っ
た
後
韓
延
需
が
後
任
の
太
守
に
な
っ

た
。
韓
延
葬
の
方
針
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ま

頴
川
由
是
以
魚
俗
民
多
怨
師
、
延
室町
欲
改
更
之
、
数
以
躍
一譲一
、
恐

百
姓
不
従
、
乃
歴
召
郡
中
長
老
帰
郷
里
所
信
向
者
数
十
人
、
設
酒

具
食
、
親
興
相
割
、
接
以
躍
意
、
人
人
間
以
諮
俗
民
所
疾
苦
、
矯

陳
和
睦
親
愛
錯
除
怨
答
之
路
、
長
老
皆
以
震
便
可
施
行
、

韓
延
蕎
は
前
任
の
越
慶
漢
と
は
相
反
し
て
、
儒
家
的
な
躍
中
心
の
政

彼
が
ま
ず
郡
の
長
老
を
集
め

治
を
行
お
う
と
し
た
。

そ
の
場
合
、

て
、
彼
ら
の
賛
同
を
得
ょ
う
と
し
て
い
る
。
趨
慶
漢
が
取
締
り
の
射

象
と
し
た
豪
強
も
、
韓
延
蓄
が
彼
の
政
治
の
方
針
を
説
明
し
協
力
を

内
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守
よ

求
め
た
長
老
も
結
局
は
同
じ
大
土
地
所
有
者
で
あ

っ
た
と
考
え
て
差

し
支
え
な
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

因
輿
議
定
嫁
要
喪
祭
儀
品
、
略
依
古
雄
、

不
得
過
法
、
延
書
於
是

令
文
祭
校
官
諸
生
皮
弁
執
姐
豆
、
震
吏
民
行
喪
嫁
竪
穫
、
百
姓
遜

用
と
障
を
定
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
硬
軟
二
様
の
政
治
の
ま
と
め
を
し

た
の
が
、
黄
覇
で
あ
っ
た
。

(
韓
延
霧
)
:
:
:
数
年
徒
魚
東
郡
太
守
、
黄
覇
代
延
蕎
居
頴
川、

覇
因
其
逃
而
大
治
、

と
は
韓
延
室
町
停
の
言
で
あ
る
。
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漢
書
八
九
循
吏
俸
中
の
黄
覇
停
を
み
る
と

黄
覇
以
豪
傑
役
使
徒
雲
陵
、
璃
少
皐
律
令
、
喜
魚
吏
、ζの

律
令
を
皐
び
吏
と
な
る
を
喜
む
と
見
え

黄
覇
は
豪
族
の
出
身
で

る
。
穀
を
入
れ
て
官
と
な

っ
た。

覇
矯
人
明
察
内
敏
、

叉
習
文
法
、
然
温
良
有
譲
足
知
善
御
衆
、

と
も
あ
る
か
ら
、
彼
は
王
朝
の
遁
を
雑
え
持
っ

た、

宣
帝
好
み
の
官

僚
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
頴
川
太
守
と
し
て
は
、
越
庭
漢
的
な
法
家
的

要
素
と
、
韓
延
事
時流
の
儒
家
的
要
素
を
併
せ
持

っ
て
、
前
任
の
二
者

の
仕
事
を
完
成
さ
せ
、
難
治
の
頴
川
統
治
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

古
典
明
俸
は
次
の
よ
う
に
記
す

揚
州
刺
史
資
調
魚
頴
川
太
守
、
秩
比
二
千
石
、
:
:
:
選
捧
良
吏
、

分
部
宣
布
詔
令
、
令
民
威
知
上
意
、
使
郵
亭
郷
官
、
皆
畜
難
豚
、

以
贈
鯨
寡
貧
窮
者
、
然
後
震
保
敬
、
置
父
老
師
帥
伍
長
、
班
行
之

於
民
間
、
:
:
:
姦
人
去
入
官
郡
、

盗
賊
日
少
、
覇
力
行
教
化
、
雨

後
訣
罰
、
:
:
;
朝
以
外
寛
内
明
、
得
吏
民
心
、
戸
口
歳
増
、
治
魚

天
下
第
て
徴
守
京
兆
苦
ノ、

こ
う
し
て
京
兆
予
に
一
旦
移

っ
た
黄
覇
は
、

座
設
民
治
馳
道
不
先
以
問
、

叉
護
騎
士
詣
北
軍
、
馬
不
適
士
、
劾

乏
軍
興
、
連
庭
秩
、
有
詔
蹄
頴
川
太
守
、
官
以
八
百
石
居
治
如
其

と
あ
る
如
く
頴
川
太
守
に
蹄

っ
て
来
、
結
局
前
後
八
年
に
渡

っ
て
頴

川
郡
を
治
め
て
い
た
。

前
後
八
年
、
郡
中
愈
治
、
是
時
、
鳳
風
紳
爵
数
集
郡
圏
、
頴
川
尤

多
こ
の
鳳
風
が
し
ば
し
ば
郡
園
に
集
り
、
頴
川
も
っ

と
も
多
し
と
い
う

」
と
は

す
で
に
二
十
二
史
劉
記
に
越
翼
が

「爾
漢
多
鳳
風
」
(巷

三
)
中
に
論
じ
て

い
る
。
前
漢
宣
帝
と
後
漢
章
帝
の
時
に
鳳
風
が
特

に
多
い
こ
と
の
貫
例
を
あ
げ
た
後
越
翼
が
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案
、
宣
帝
首
武
帝
用
兵
第
擾
之
後
、
昭
帝
以
来
興
民
休
息
、
天
下

和
袋
、

太
卒
日
久
、

瑞
、
然
抑
何
鳳
風
之
多
也
、
観
宣
帝
紀
年
、
以
紳
爵
五
鳳
黄
龍
等

章
帝
承
明
帝
之
吏
治
粛
清
、

故
宜
皆
有
此

魚
脱
、
章
帝
亦
詔
日
、
乃
者
、

驚
風
伯
集
、
麟
龍
並
張
、
甘
露
宵

降
、
嘉
穀
滋
生
、
似
亦
明
其
得
意
者
、
得
無
二
帝
本
喜
符
瑞
、
市

臣
下
塗
附
舎
其
事
耶
、

と
論
じ
て
い
る
の
は
注
意
さ
れ
る
。
宣
帝
好
み
の
官
僚
責
覇
が
太
守

で
あ

っ
た
頴
川
に
、
鳳
風
が
多
く
集
る
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
報

告
を
す
る
の
が
地
方
官
更
で
あ
る
こ
と
を
併
せ
考
え
れ
ば
、
ま
さ
に

附
曾
し
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
う
い
う
太
守
に
治
め
ら
れ



た
顕
川
で
、
責
覇
が
治
績
あ
り
と
稽
え
ら
れ
る
が
、
賞
睦
が
ど
う
で

あ
っ
た
か
、
疑
問
な
き
を
得
な
い
。
豪
族
勢
力
の
解
瞳
な
ど
、
成
功

し
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
。
そ
の
震
に
は
前
漢
末
の
顕
川
事
情
を
述

ベ
ね
ば
な
る
ま
い
。

前
漢
成
帝
の
陽
朔
三
年
(
紀
元
前
二
二
)
夏
六
月
の
僚
に

頴
川
鎮
官
徒
申
屠
聖
等
百
八
十
人
、
殺
長
吏
、
盗
庫
丘
ハ
、
自
稀
将

軍
、
経
歴
九
郡
、
遺
丞
相
長
史
御
史
中
丞
逐
捕
、
以
軍
輿
従
事
皆

伏
事
、

と
見
え
、

大
規
模
な
叛
凱
が
起
っ
て
い

鍛
官
州
労
働
者
を
中
心
に
、

る
。
そ
し
て
間
も
な
く
王
奔
の
時
代
に
入
り
、
各
地
方
に
反
王
奔
の

軍
隊
が
起
る
と
、
頴
川
に
も
こ
れ
に
雁
じ
て
立
上
っ
た
も
の
が
幾
人

か
数
え
ら
れ
る
。

五

王
常
は
も
と
都
の

λ
で、

父
の
王
博
の
時
頴
川
舞
陽
に
輔
じ
て
き

'
-o
、品、

今
れ
ふ

μ

王
葬
の
末
に
江
夏
に
亡
命
し
、
緑
林
の
丘
ハ
に
加
わ

っ
た
(
後

漢
書
一
五
)
。

」
の
人
は
も
と
も
と
頴
川
の
人
で
な
い
し
、

事
を
起

し
た
の
も
江
夏
で
あ

っ
た
の
で
例
外
と
し
て
も
、

後
漢
の
開
園
の
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功
臣
、
所
謂
る
雲
蓋
二
十
八
路
中
に
七
人
、
賓
に
四
分
の
一
の
頴
川

出
身
者
を
見
出
す
。

鴻
異
(
巻

一
七
)
・
賊
宮
(
巻

一
入
、

後
賓
客
を
率
い
て

下
江
集
圏
に

加
わ

少
く
し

て
鮮
の
亭
長
瀞
徽
と
な
り
、

っ
た
)
・
銚
期
(
巻
二

O

父
銚
猛
は
桂
陽
太
守
で
あ
っ
た
)
・
王
覇

(
巻
二

O

父
は
郡
の
決
曹
嫁
で
、
王
覇
は
光
武
帝
が
頴
川
を
通
過

賓
客
を
率
い
て
従
っ
た
)
・
祭
遜
(
巻
二

O

し
た
時
、

家
富
給
と

吏
¥ーノ

豚
亭
長
)
・
堅
錦
(
巻
二
二

こ
う
し
て
奉
げ
て
み
る
と
、

郡
豚

見
え
る
〉

・
侍
俊
(
巻
二
ニ

な
ど
で
あ
る
。

頴
川
の
豪
族
社

舎
は
前
漢
末
に
も
な
お
強
固
で
あ
っ
た
様
が
う
か
が
え
る
。
こ
う
い

う
豪
族
の
多
い
地
域
に
お
い
て
人
々
は
ど
う
い
う
動
き
を
示
す
で
あ

-105-

ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
種
々
な
ケ
l
ス
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
豪

族
に
依
附
し
、

そ
の
勢
力
下
に
入
る
も
の
も
あ
ろ
う
。

ま
た
逆
に
地

方
を
臨
断
す
る
豪
族
勢
力
を
に
く
み
、
こ
れ
を
取
締
ろ
う
と
考
え
る

も
の
も
出
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
こ
う
い
う
気
分
が
あ
る
上
に
、
頴
川

は
元
来
、
法
家
的
思
想
の
停
統
が
濃
い
所
で
あ
る
。

す
で
に
朱
輸
の
報
告
に
も
見
え
る
よ
う
に
、
申
韓
の
徒
が
こ
こ
か

ら
出
て
い
る
。
こ
の
二
人
が
諸
子
百
家
の
法
家
者
流
に
属
す
る
こ
と

は
言
を
ま
た
な
い
。

又
、
儒
家
で
は
あ
る
が
、
性
悪
読
を
稽
え
、
躍

そ
の
門
下
に
李
斯

・
韓
非
と
い
っ
た
法
家

に
よ
る
規
制
を
重
ん
じ
、

者
を
出
し
た
萄
子
の
子
孫
が
こ
こ
に
居
住
し
て
い
る
。
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前
漢
書
に
は
頴
川
出
身
者
の
名
を
見
出
す
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
き

i-£、
。

f
L
 
わ
ず
か
に
頴
川
出
身
者
と
し
て
砧
錯

・
買
山
こ
の

二
人
を
見

出
す
に
す
ぎ
な
い
が
、
文
景
の
世
に
、
中
央
集
権
化
を
志
し
、
同
姓

諸
侯
の
力
を
削
ぐ
こ
と
に
専
心
し
た
品
錯
を

そ
の
数
少
い
出
身
者

の
中
に
見
出
す
こ
と
は
興
味
深
い
。

そ
う
い
う
侍
統
を
ふ
ま
え
て
い
る
せ

い
か
、
後
漢
書
か
ら
頴
川
出

身
者
の
人
の
停
を
抜
き
出
す
と
、
彼
ら
、か
法
と
関
係
の
深
い
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
陳
寒
の
祖
父
陳
定

・
父
の
陳
紀
が
、
次
に
述
べ
る
ご

と
く
法
家
的
側
面
を
備
え
て
い
る
。
陳
寒
の
友
人
鍾
陥
も
世
々
刑
律

を
普
く
し
た
し
、
鍾
階
の
孫
で
競
開
園
の
功
臣
、

ま
た
書
家
で
も
あ

っ
た
鍾
訴
は
廷
尉
正
に
な

っ
た
事
が
あ
る
。
さ
ら
に
前
に
一
寸
名
を

穆
げ
た
王
覇
俸
に
は
、

日

頴
川
頴
陽
人
也

祖
父
震
詔
獄
丞
)
、

(
原
註漢
官
儀
目
、

王
覇
字
元
伯
、

世
好
文
法

東
観
記

父
魚
郡
決
曹
嫁
(
原
註

決
商
日
主
罪
法
事
〉
、
覇
亦
少
潟
獄
吏
、

と
あ
る
。
王
覇
は
後
漢
開
園
の
功
臣
で
あ
る
か
ら
、
祖
父

・
父
と
言

え
ば
前
漢
時
代
の
人
に
な
る
。
前
漢
時
代
か
ら
の
博
統
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

も
う
一
つ
例
を
あ
げ
れ
ば

後
漢
書

四
六
郭
期
俸
に

郭
旧
約
字
仲
孫
、

家
世
衣
冠
、

父
弘
習
小
杜
律

頴
川
陽
雀
人
也

(原
註

前
書
、
杜
周
武
帝
時
魚
廷
尉
御
史
大
夫
、
断
獄
深
刻

少
子
延
年
亦
明
法
律
、

宣
帝
時
又
局
御
史
大
夫
、
針
父
放
言
小
〉
、

太
守
冠
伺
以
弘
魚
決
前田縁
:
・
朗
少
傍
父
業
、
講
授
徒
衆
常
数
百

人
と
み
え
る
。

陳
宴
の
故
郷
頴
川
は
豪
族
の
ば
っ

こ
す
る
地
で
あ
り
ま
た
法
家
の

傍
統
が
残

っ
て
い
た
所
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

-'-，、、

次
に
彼
の
家
系
に
つ
い
て
述
べ
ね
ば
な
る
ま
い
。
彼
の
祖
父
陳
寒
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は
二
世
紀
初
頭
に
生
れ

八
四
年
の
生
涯
を
逢

っ
た
。

陳
寒

:・
:
出
於
単
徴
、
白
魚
児
童
、
難
在
戯
奔
、
矯
等
類
所
開
、

陳
宴
の
俸
は
そ
の
字
と
出
身
地
を
型
の
如
く
記
し
た
後
、
こ
の
よ
う

に
始

っ
て
い
る
?
皐
徴
よ
り
出
づ
。
こ
の
四
文
字
が
示
す
よ
う
に
、

寒
門
の
出
で
あ

っ
た
わ
け
で
あ
る
。

少
作
将
吏
、
常
給
事
踊
役
、
後
帰
都
亭
刺
史
佐
、
而
有
志
好
摩
、

坐
立
諦
讃
、
豚
令
部
部
試
興
語
奇
之
、
聴
受
業
太
泉
、

地
方
の
寒
門
出
身
者
の
例
と
し
て
、

た
。
し
か
し
彼
は
幸
な
こ
と
に
皐
聞
を
好
ん
で
い
た
震
に
、
洛
陽
に

彼
は
照
の
小
吏
に
任
じ
ら
れ



遊
間
尚
子
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。

後
令
復
召
信
用
吏
、
乃
避
隠
陽
城
山
中
、

洛
陽
よ
り
故
郷
頴
川
に
蹄
っ
た
陳
寒
を
待
っ
て
い
た
も
の
は
吏
H

地
方
の
小
役
人
で

さ
し
て
か
わ

っ
た
も
の
で
は
な
か

っ
た
。
し
か

し

彼
に
は
気
に
入
ら
な
け
れ
ば
こ
れ
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
陳
寒
が
入
っ
た
陽
城
山
は
後
漢
一
代
を
通
し
て
、

と
し
て
の
位
置
を
保

っ
て
い
た
。
黛
鋼
の
範
後
に
李
腐
は
陽
城
山
に

い
わ
ば
私
皐

遊
ん
だ
し
、
劉
駕
も
こ
こ
に
来
て
い
る
。

そ
の
よ
う
な
彼
に
殺
人
の
嫌
疑
が
か
け
ら
れ
、
鯨
吏
揚
某
か
ら
告

設
さ
れ
た
。
こ
の
嫌
疑
は
無
賓
と
分
か
り
、

や
が
て
督
郵
に
任
ぜ
ら

れ
た
。
督
郵
は
郡
の
佐
更
で
、
属
燃
の
監
察
を
つ
か
さ
ど
る
任
務
を

帯
び
る
。
属
豚
の
吏
に
劃
し
て
、
強
い
立
場
を
取
り
得
る
地
位
に
つ

い
た
わ
け
で
あ
る
。
陳
寒
は

密
託
許
令
、
瞳
召
揚
吏
、

と
、
前
に
自
分
を
殺
人
の
嫌
疑
で
告
設
し
た
鯨
吏
揚
某
を
、
躍
を
も

っ
て
召
し
た
の
で
人
々
の
賞
賛
を
得
た
と
い
う
。
そ
の
後
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家
賃
、
復
魚
郡
西
門
亭
長
、
尋
輔
功
曹
、

と
あ
っ
て
、
な
お
郡
の
小
吏
を
鰹
て
い
た
わ
け
で
あ
る
。
も
っ
と
も

そ
の
聞
に
一
度
司
徒
府
に
酔
召
さ
れ
た
が
、

」れ
を
こ
と
わ

っ
て
い

る
。
そ
の
こ
と
は
後
漢
書
巻
六
二
鍾
陪
俸
に
見
え
る
。

鍾
陪
は
や
は
り
頴
川
郡
の
人
で
、
著
姓
の
出
で
あ
る
が
、
陳
寒
と

は
友
人
で
あ
っ
た
。
彼
の
孫
が
説
の
開
閣
の
功
臣
で
、
書
家
と
し
て

も
有
名
な
鍾
訴
で
あ
り
、
鍾
訴
が
陳
寒
の
友
人
で
あ

っ
た
こ
と
は
前

に
述
べ
た
。
そ
の
鍾
惜
の
俸
に

鍾
結
字
季
明
、
頴
川
長
社
人
也
、
篤
郡
著
姓
、
世
善
刑
律
、•• 

以
詩
律
数
授
、
門
徒
千
絵
人
、
同
郡
陳
寒
年
不
及
階
、
陪
引
興
爵

命
同
貯
司
徒
府
臨
僻
、

誰
可
代
卿

友

結
矯
郡
功
曹
、

太
守
問
、

者、

陪
日

明
府
欲
必
得
其
人
、

西
門
亭
長
陳
寒
可
、

寒
聞
之

円，.
n
U
 

1
ム

日
、
鍾
君
似
不
察
人
、

不
知
何
濁
識
我
、

鍾
借
が
刑
律
を
普
く
し
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
、
頴
川
地
方
の
傍

統
の
一
つ
を
受
け
つ
い
で
い
る
も
の
と
い
え
る
。

陳
寒
の
功
商
自
在
任
中
に
官
官
侯
賢
の
請
託
事
件
が
お
こ
っ
た
。
そ

の
内
容
は
次
の
、
通
り
で
あ
る
。

中
常
侍
侯
賢
、
託
太
守
高
倫
用
吏
、
倫
数
署
篤
文
民
平
嫁
、
寒
知
非

其
人
、
懐
徴
請
見
、
言
回
、
此
人
不
宜
用
、
市
侯
常
侍
不
可
達
、

寒
乞
従
外
署
、

不
足
以
盛
明
徳
、
倫
従
之
(
原
註

請
従
外
署
之

孝
、
不
欲
陥
倫
於
請
託
也
)
、

於
是
、

郷
論
怪
其
非
胤
争
、
宴
移
無

所
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侯
覧
は
桓
帝
治
世
の
始
に
中
常
侍
と
な
り
、
次
の
霊
帝
の
時
代
に
か

け
て
勢
威
を
振
る
い
、
議
鋼
の
獄
な
ど
を
起
す
わ
け
だ
が
、
陳
寒
侍

の
構
成
か
ら
考
え
て
、
侯
質
の
請
託
事
件
は
、
侯
覧
、
が
中
常
侍
に
な

っ
て
か
ら
、
そ
う
遠
く
な
い
時
期
、
陳
宴
の
四
十
歳
か
ら
五
十
歳
に

か
け
て
の
こ
ろ
と
な
ろ
う
。
こ
の
鯨
吏
揚
某
に
射
す
る
陳
寒
の
寛
大

さ
、
侯
覧
請
託
に
劃
し
て
取
っ
た
身
を
殺
し
て
仁
を
な
す
態
度
、
或

レ
は
鍾
惜
の
推
薦
、

」
う
し
た
で
き
事
が
、
陳
寒
を
多
く
の
人
々
か

ら
認
め
さ
す
作
用
を
し
た
。

や
が
て
司
空
北
京
'
援
が
彼
を
僻
召
す
る
。
資
的
制
は
前
後
二
回
司
空
に

任
、
せ
ら
れ
て
い
る
が

最
初
が
元
嘉
元
J
二
年
(
一
五
一

J
一
五

二
)
、
二
回
目
は

延
楽
四
年
(
一

六
一
)
で
あ
る
。

陳
宴
が
府
召
さ

れ
た
の
は
、
恐
ら
く
そ
の
第
一
回
の
司
空
就
任
の
時
で
あ
ろ
う
。
主
貝

晩
、
か
清
名
の
重
臣
に
属
す
る
こ
と
は
周
知
の
、通
り
で
あ
る
。

こ
う
し

て
彼
の
活
動
の
場
は
頴
川
郡
内
か
ら
、
中
央
政
界
へ
と
臨
興
が
っ
て
い

く
補
聞
喜
長
、

旬
月
以
蓉
喪
去
官
、

修
徳
清

復
再
選
除
太
丘
長
、

静
、
百
姓
以
安
、
都
将
人
戸
蹄
附
者
、
寒
帆
訓
導
、
響
解
設
遺

各
令
還
本
。

聞
喜
燃
は
河
東
郡
(
山
西
省
〉
に
属
し
、

太
丘
燃
は
浦
園

(
安
徽

省
)
に
属
す
る
。
柿
薗
は
前
漢
護
鮮
の
地
で
あ
る
が
も
後
漢
時
代
に

は
こ
れ
と
い

っ
た
人
物
を
出
さ
ず
、
議
鯨
か
ら
は
、
嘗
時
の
宣
官
の

大
立
者
曹
騰
即
ち
貌
の
曹
操
の
養
祖
父
を
出
し
た
。
太
丘
豚
の
長
と

し
て
の
陳
寒
は
大
い
に
治
績
を
あ
げ
た
と
言
え
よ

5
0
彼
を
慕

っ
て

隣
鯨
か
ら
も
移
住
す
る
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。

陳
寒
俸
に
は
、
今
一
つ
次
の
援
な
話
も
出
て
い
る
。

司
官
行
部
(
原
註

司
官
謂
主
司
之
官
也
)
、

吏
慮
有
訟
者
、

白

欲
禁
之
、
宴
目
、
訟
以
求
直
、
禁
之
理
時
何
申
、
其
勿
有
所
抱
、

司
官
聞
而
歎
息
日
、

陳
君
所
言
若
是
、

-108-

量
有
怨
於
人
乎
、

亦
意

無
訟
者
、

」
こ
で
彼
は
一
つ
の
事
件
に
遭
遇
し
た
。

以
浦
相
賦
欽
違
法
、
乃
解
印
綬
去
、
吏
人
追
思
之
、

柿
相
が
租
税
の
取
立
て
に
当
っ
て
違
法
行
震
を
犯
し
た
の
で
あ
る
。

彼
は
こ
れ
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
せ
ず
、
官
を
去

っ
た
。
賦
欽
違
法
、
租

税
の
取
り
方
は
現
在
に
い
た
る
ま
で
む
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
。
後

漠
時
代
に
も
賦
欽
徴
牧
の
や
り
方
が
、

問
題
に
な

っ
た
σ

し
ば
し
ば
あ
ら
ゆ
る
階
層
で

盆
州
刺
史
街
倹
、
賦
欽
煩
援
、
諮
言
遠
聞
、
牧
倹
治
罪
、

こ
れ
は
後
漢
末
、
例
の
劉
衰
の
州
牧
設
置
の
直
前
に
起
っ
た
事
件
で



あ
る
が
、
こ
う
し
た
事
は
数
多
く
あ
っ
た
。
多
く
は
租
税
の
徴
牧
過

多
、
或
は
租
税
徴
牧
の
不
公
卒
が
問
題
に
な
り
、
弾
劾
を
被
る
。

お
む
ね
問
題
に
な
る
の
は
納
税
者
に
射
し
て
不
利
な
場
合
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
裏
に
は
、
園
相
|
|
い
う
ま
で
も
な
く
他
の
地
域
で
あ

れ
ば
郡
守
に
あ
た
り
、

地
方
政
治
の
最
高
権
力
者
と
、
在
地
の
豪
族

勢
力
と
の
結
合
が
殻
想
さ
れ
る
。
陳
寒
は
そ
う
レ
う
園
相
の
治
下
で

師
師
長
を
つ
。
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

か
れ
は
自
ら
職
を
僻
し

て
故
郷
に
闘

っ
た
。
吏
人
が
そ
う
い
う
彼
を
追
思
し
た
と
い
う
こ
と

は
、
彼
の
政
治
の
や
り
方
が

一
般
の
人
々
の
利
盆
を
第
一
と
し

た
、
従

っ
て
豪
族
勢
力
の
意
に
必
ず
し
も
副
う
も
の
で
な
か

っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
三
つ
の
事
件
は
、
彼
の
政
治
理
念
や
、
政
治
の
や
り
方
を
よ

く
示
す
事
件
と
い
え
る
。
清
静
に
し
て
恵
み
深
い
政
治
、
そ
れ
は
儒

家
的
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。
し
か
も
最
終
的
に
は
法
を
重
ん
じ
、
た

と
え
そ
れ
が
義
の
行
い
で
あ
れ
、
法
に
背
く
も
の
と
し
て
そ
の
慮
置

を
と
る
。
こ
の
法
儒
雨
面
を
粂
ね
備
え
た
政
治
、

そ
れ
は
前
漢
武
帝

に
完
成
し
た
漢
の
園
家
の
理
想
的
地
方
官
の
姿
で
あ

っ
た
。
後
漢
も

末
期
に
近
い
、
二
世
紀
な
か
ば
に
は
、
そ
れ
は
非
常
に
珍
し
い
稀
な
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例
に
な
り
、
中
央
政
府
に
お
い
て
す
ら
、

よ
う
や
く
煙
た
が
ら
れ
て お

来
た
と
む
言
え
よ
う
。
陳
宴
は
そ
う
い
う
類
型
の
官
更
で
あ
っ
た
。

祖
父
と
そ
の
孫
を
直
に
同
一
範
暗
に
お
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
勿
論

危
険
で
あ
る
が
、
陳
筆
の
睦
の
中
に
、

」
う
い
う
祖
父
の
血
が
流
れ

て
い
る
こ
と
は
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

七

ー
陳
寒
の
事
件
に
関
連
し
て
、

は
、
前
に
も
一
寸
燭
れ
た
柿
と
い
う
地
方
で
あ
る
。
柿
は
前
漢
劉
邦

も
う
一
つ
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
の

の
故
郷
で
あ
る
が

後
漢
時
代
に
は
人
材
に
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
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た
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
自
然
に
も
亦
恵
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
司
馬
遷
は
史
記
一
二
九
、
貨
殖
列
俸
に
お
い
て

浦
・
陳

・
汝
南

・
南
郡
、
此
西
楚
也
:
・:
地
薄
、
寡
於
積
葉
、

と
記
し
、
漢
書
二
十
八
下
、
地
理
志
に
引
か
れ
た
朱
輸
の
風
俗
停
に

も
宋
地
房
心
之
分
埜
也
、
今
之
柿

・
梁

・
楚

・
山
陽

・
済
陰
及
東
郡

之
須
昌

・
蕎
張
皆
宋
分
也
:
:
・柿

・
楚
之
失
、
:
:
:
地
薄
民
会
、

と
記
し
て
い
る
。
現
在
の
安
徽
省
の
准
河
以
北
の
地
及
び
江
蘇
省
に

ま
た
が
る
肥
沃
な
農
業
地
帯
も
、
前
漢
時
代
は
ま
だ
未
開
設
地
域
と

し
て
残
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

前
漢
書
に
お

い
て
も
柿
は
豪



473 

族
即
ち
大
姓
・
郡
墓
な
ど
と
結
び
つ
レ
て
記
さ
れ
て
い
な
い
c

恐
ら

く
後
漢
時
代
も
事
情
は
そ
う
嬰

っ
て
い
な
か

っ
た
と
思
う
。

た
だ
そ

の
末
期
に
は
急
激
に
開
設
が
進
め
ら
れ
た
。
官
官
曹
騰
や
曹
操
の

父
曹
節
の
質
家
と
い
わ
れ
る
夏
侯
氏
が
出
て
来
、

二
世
紀
末
に
は
屯

田
が
設
け
ら
れ
た
。

陳
宴
が
柿
相
に
な

っ
た
時
期
は
前
に
述
べ
た
よ
う
に
一
六

0
年
代

と
推
測
さ
れ
る
。
恐
ら
く
曹
騰
は
問
訳
し
て
い
た

で
あ
ろ
う
が
、
曹
騰

の
養
子
曹
節
は
、
養
父
の
勢
威
を
背
景
に
、
中
央
官
界
に
地
歩
を
占

め
、
そ
の
子
商
田
操
も
す
で
に
十
歳
に
近
い
少
年
に
成
長
し
て
い
た
。

中
央
で
は
官
官
の
は
似
暴
は
目
を
掩
う
も
の
が
あ
る
。
か
つ
て
富
官

侯
覧
の
請
託
を
拒
ん
だ
陳
宴
は
、
こ
こ
に
腕
長
と
し
て
、

豪
族
と
結

ん
だ
園
相
の
穆
を
快
し
と
し
え
ず
、
自
ら
そ
の
職
を
棄
て
た
の
で
あ

っ
た
。
彼
を
し
て
こ
の
撃
に
走
ら
せ
た
裏
に
、
官
官
と
或
は
一
族
よ

り
富
官
を
出
し
た
こ
と
を
背
景
に
、

こ
の
地
方
に
祉
禽
的
勢
力
を
植

え
つ
け
始
め
た
豪
族
と
の
封
立
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

太
丘
長
の
任
を
す
て
て
、
故
郷
に
蹄

っ
た
陳
寒
は

や
が
て
議
鋼

の
獄
に
連
座
す
る
。
六
十
歳
を
越
え
て
か
ら
の
事
で
あ
る
。

及
後
逮
捕
議
人
事
、
亦
連
宴
、
除
人
多
逃
避
求
免
、
宴
日
、
吾
不

就
獄
、
衆
無
所
持
、
及
請
囚
駕
、
遇
赦
得
出
、

彼
は
清
流
仮
の
中
心
人
物
で
は
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
官
官
勢
力
に

射
し
て
は
批
判
的
で
あ

っ
た
こ
と

こ
れ
ま
で
の
絞
辿
で
指
摘
で
き

る
で
あ
ろ
う。

そ
し
て
清
流
汲
の
領
袖
李
腐
と
は
友
人
で
あ

っ
た。

二
人
は
同
郡
(
頴
川
)
の
出
身
で
、
年
令
は
陳
寒
が
五
J
六
歳
長
じ

て
い
る
。

後
漢
書
六
七
李
府
停
に

李
腐
字
元
曜
、
頴
川
護
城
人
也
、
租
父
筒
:
:
:
魚
太
尉
、
父
盆
越

唯
以
同
郡
萄
淑
陳
宴
、

圏
中目

府
性
筒
充
、

無
所
交
接
、

負
師

父

A
V
 --

噌

t
ム

と
み
え
る
。
李
胸
・
陳
宴

・
萄
淑
そ
れ
に
杜
密
ら
が
共
同
で
同
郡
の

友
人
韓
留
の
碑
を
立
て
、
そ
の
徳
を
頒
し
た
事
が
あ
る
。
韓
留
は
や

は
り
後
漢
書
六
二
に
俸
が
あ
る
。

韓
紹
字
仲
黄
、
頴
川
舞
陽
人
也
、
少
仕
郡
昨
司
徒
府
、
時
太
山
賊

公
孫
翠
偽
蹴
歴
年
、
守
令
不
能
破
散
、
多
魚
座
法
、
向
書
選
三
府

嫁
能
理
劇
者
、
乃
以
留
魚
蔵
長
、
賊
聞
其
賢
、
相
戒
不
入
蔵
境、

除
服
多
被
冠
盗
、
鹿
耕
桑
、
其
流
入
臨
界
、
求
索
衣
糧
者
甚
衆
、

部
思
其
飢
困

乃
開
食
賑
之
、

所
菓
昨
高
齢
戸
、

主
者
争
謂
不

可、

間
目
、
長
活
構
程
一之
人
、
而
以
此
伏
罪
、
合
笑
入
地
失
、
太

守
素
知
組
名
徳
、
寛
無
所
坐
、
以
病
卒
官
、



こ
う
書
か
れ
て
い
る
が
、

」
の
中
に
出
て
く
る
公
孫
奉
に
つ
い
て

は
、
後
漢
書
巻
七
桓
帝
紀
、永
輿
二
年
(
一
五
四
)
の
僚
に

太
山
浪
邪
賊
公
孫
拳
等
反
叛
、
殺
長
吏
、

と
あ
り
、
翌
永
寄
元
年
(
一
五
五
)
七
月

初
置
太
山
浪
邪
都
尉
官
(
原
註

漢
官
儀
日
、
秦
郡
有
尉
一
人
、

奥
兵
禁
捕
盗
賊
、
景
帝
更
名
都
尉
云
々
)
、

さ
ら
に
永
蕎
二
年
(
一
五
六
〉
七
月
の
僚
に

太
山
賊
公
孫
翠
等
、
冠
青
亮
徐
三
州
、
遺
中
郎
終
段
頬
討
破
斬
之
、

と
見
え
る
。
韓
留
の
俸
に
見
え
る
の
は
、
一

五
四
年
か
ら

一
五
六
年

に
渡
る
公
孫
奉
の
凱
中
の
一
挿
話
で
あ
る
。
従

っ
て
彼
が
李
暦

・
陳

寒
ら
と
ほ
ぼ
同
年
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
可
韓
留
は
蔵
鯨
の
長
と
し

て、

他
懸
の
窮
困
者
に
賑
岨
を
行
な

っ
た
の
で
あ
る
。
す
で
に
陳
寒

の
停
に
見
て
来
た
よ
う
に
、
陳
寒
は
太
丘
長
の
時
、
隣
豚
の
幅削
附
を

願
う
者
を
、
各
々
木
籍
に
晴
ら
せ
て
い
る
。
他
鯨
の
住
民
を
蹄
附
さ

せ
る
こ
と
は
勿
論
、
こ
れ
に
賑
値
を
施
す
こ
と
も
「
不
可
」
の
行
篤

で
あ

っ
た
よ
う
だ
。
韓
簡
は
あ
ら
ゆ
る
反
射
を
押
し
切

っ
て
賑
悩
を

断
行
し
た
。
彼
は

以
此
伏
罪
、
含
笑
入
地
点
矢
、
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と
、
自
ら
法
に
燭
れ
た
義
の
行
震
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
そ

し
て太
守
素
知
簡
名
徳
、
寛
無
所
坐
、

と
あ
る
こ
と
か
ら
類
推
で
き
る
よ
う
に
、
も
し
彼
が
名
徳
な
き
者
で

あ
れ
ば
、
慮
罰
を
被
る
こ
と
が
充
分
う
か
が
え
る
。
韓
留
の
こ
の
行

震
は
柿
相
と
し
て
賦
欽
違
法
を
犯
し
た
陳
寒
と
同
じ
範
鴎
に
属
す

る
。
こ
の
二
人
は
同
型
の
人
物

・
同
型
の
官
僚
と
言
え
よ
う
。

韓
留
の
頚
徳
碑
を
建
て
た
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
李
暦

・
陳

寒

・
杜
密

・
萄
淑
ら
で
あ

っ
た
。

杜
密
は
頴
川
陽
城
の
人
で
、

そ
の
俸
は
後
漢
書
巻
六
七
議
鋼
俸

-111ー

に
見
え
、

た
。

時
人
か
ら
李

・
杜
(
李
腐

・
杜
密
〉

と
併
稽
さ
れ
て
い

萄
淑
は
頴
川
頴
陰
の
人
で
、
そ
の
俸
は
後
漢
書
六
二
に
見
え
る
。

司
馬
蓮
が
史
記
列
俸
を
著
わ
し
た
時
、
同
じ
巻
に
は
類
型
を
同
じ
く

す
る
人
物
を
選
ん
だ
。
以
後
の
紀
停
健
を
取
る
史
書
は
、
こ
の
鐙
裁

を
襲

っ
て
い
る
と
見
て
よ
か
ろ
う。

そ
う
み
て
く
る
と
、
後
漢
書
六

二
に
俸
の
あ
る
萄
淑
・
韓
留

・
鍾
酷

・
陳
寒
の
四
人
は
、
共
に
頴
川

の
出
身
で
あ
る
と
い
う
共
通
黙
を
持
つ
と
同
時
に
、
濁
流
治
活
た
る

時
代
に
、
こ
の
流
に
流
さ
れ
ず
、
名
徳
あ
り
清
静
の
政
治
を
行
な

っ

た
人
々
の
停
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
萄
淑
は
有
子
の
子
孫
で
あ
る
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と
Eコ

わ
れ

少
有
高
行
、
博
肇
而
不
好
章
旬
、

こ
う
後
漢
書
は
記
し
て
い
る
。
た
だ
一
つ
問
題
に
な
る
の
は
、
萄
淑

が
建
和
三
年
(
一
四
九
〉
六
七
歳
で
間
伐
し
た
と
あ
る
こ
と
で
、
こ
れ

だ
と
韓
留
よ
り
早
く
、
又
公
孫
翠
の
事
件
よ
り
も
勿
論
早
く
死
ん
で

い
る
の
で
、
韓
留
の
碑
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
或
い
は
韓
留

の
碑
を
建
て
た
の
は
萄
淑
の
子
の
誰
か
で
あ
ろ
う
か
。

李
腐
は
萄
淑
の
弟
子
で
あ
っ
た
。
萄
淑
俸
に

首
世
名
賢
李
固
李
府
等
、
皆
師
宗
之
、
:
:
:
淑
卒
、
李
暦
時
震
向

書
、
自
表
師
喪
、

と
見
え
る
。
そ
し
て
淑
の
八
人
の
子
供
は
い
ず
れ
も
有
名
で
八
龍
と

稿
さ
れ
て
い
る
。
な
お
序
に
述
べ
る
な
ら
李
謄
と
鍾
陪
と
は

時
兄
子
理
母
勝
之
姑
也
、
:
・:
府
組
太
尉
情
、
:
:
:
以
膚
妹
妻
之

(
鍾
瑳
)
、

と
あ
る
よ
う
に
姻
戚
で
も
あ

っ
た
。

陳
寒
は
霊
帝
即
位
の
初
に
、
大
賂
軍
資
武
の
昨
を
受
け

そ
の
嫁

属
と
な
っ
た
が
、
第
二
次
の
業
鋼
の
獄
が
あ
っ
て
官
を
去
っ
た
。
そ

の
後
郷
里
に
あ
っ
て
、
子
弟
の
数
化
に
嘗
っ
て
い
た
。
泥
棒
を
指
し

て
梁
上
の
君
子
と
い
う
故
事
は

」
の
時
代
の
彼
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か

ら
出
て
い
る
。
本
俸
に
次
の
よ
う
に
記
す
。

宴
在
郷
問
、
卒
心
率
物
、
其
有
A
f
訟
、
相
求
判
正
、
暁
警
由
直
、

退
無
怨
者
、
至
乃
歎
目
、
寧
魚
刑
罰
所
加
、
不
矯
陳
君
所
短
、
時

歳
荒
民
倹
、
有
盗
夜
入
其
室
、
止
於
梁
上
、
寒
陰
見
乃
起
、
自
整

梯
呼
命
子
孫
、
正
色
訓
之
目
、
夫
人
可
不
自
勉
、
不
善
之
人
、
未

必
本
悪
、
習
以
性
成
、
途
至
於
此
、
梁
上
君
子
者
是
会
、
盗
大
驚

自
投
於
地
、
稽
頼
蹄
罪
、
寒
徐
警
之
目
、
覗
君
吠
貌
、
不
似
悪

人
、
宜
深
魁
己
反
善
、
然
此
嘗
由
貧
困
、
令
遣
絹
二
匹
、
自
是
一

鯨
無
復
盗
籍
、

-112一

陳
寒
が
黛
鋼
の
獄
後
、
郷
里
に
退
い
た
と
言
っ
た
が
、
三
園
士
山
陳
翠

傍
注
引
説
書
に
は
荊
山
に
隠
居
し
た
と
あ
る
。
荊
山
と
い
う
の
は
各

地
に
見
ら
れ
る
が
、
彼
の
故
郷
に
最
も
近
い
河
南
省
馬
鯨
西
北
に
あ

る
荊
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
陳
寒
だ
け
で
な
く
、
李
麿
が
陽

城
山
に
隠
れ
る
な
ど
、
黛
姻
の
獄
に
躍
っ
て
政
界
か
ら
退
い
た
人
士

に
共
通
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
郷
里
に
お
い
て
の
彼
の
数
化
の
態

度
は
、

ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
儒
家
流
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

右
に
引

用
し
た
文
章
の
前
牢
に
は
法
家
流
の
方
針
が
誼
み
と
れ
な
く
は
な
い

が
、
後
段
の
部
分
に
は
儒
家
も
、
そ
の
中
で
も
孟
子
の
性
善
読
を
ふ

ま
え
た
よ
う
な
護
言
が
見
え
る
。
陳
寒
の
性
格
を
や
は
り
よ
く
示
し



て
い
る
と
言
え
よ
う
。

孟
子
が
後
漢
時
代
、
ど
の
程
度
誼
ま
れ
て
い
た
か
は
、
浅
島
?
の
筆

者
の
よ
く
明
に
す
る
所
で
は
な
い
が
、
現
在
に
お
い
て
も
孟
子
注
穫

の
基
本
に
な
る
越
岐
一の
注
が
、
こ
の
時
代
に
作
ら
れ
た
こ
と
は
興
味

深
い
。
趨
岐
は
京
兆
長
陵
の
人
で
、
永
輿
二
年
と
い
う
か
ら
、
例
の

公
孫
翠
の
反
凱
が
お
こ
っ
た
こ
ろ
司
空
擦
と
な
り
、
建
安
六
年
(
二

O
一
)
九
十
絵
歳
で
卒
す
る
ま
で
、
種
々
活
躍
し
て
い
る
(
後
漢
書

本
体
〉。

年
令
も
陳
寒
と
ほ
ぼ

彼
の
生
れ
た
の
は
二
世
紀
初
頭
で

等
し
い
。

さ
て
責
巾
の
凱
が
勃
設
す
る
と
、
議
鋼
の
禁
は
解
か
れ
る
が
、
陳

寒
は
大
将
軍
何
進
、
司
徒
蓑
瞬
ら
の
招
き
に
躍
ぜ
ず
、

中
卒
四
年

(
一
八
七
)
、
家
に
卒
し
た
。
文
範
先
生
と
話
さ
れ
る
。

陳
寒
に
は
六
子
が
あ
っ
た
。
こ
の
中
で
、
陳
紀

・
陳
謹
が
有
名
で

あ
る
。
陳
紀
こ
そ
陳
翠
の
父
で
あ
る
。
陳
紀
俸
に
は

亦
以
至
徳
稿
、
兄
弟
孝
養
、
閏
門
離
和
、
後
準
之
士
、
皆
推
慕
其

風
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と
見
え
る
、

黛
禁
中
は
憤
を
渡
し
て

「
陳
子
」
数
高
言
を
著
し
た
と

い
う。

こ
の
警
は
現
在
は
停

っ
て
い
な
い
。
黛
禁
解
除
後
は
父
の
寒

と
同
じ
様
に
、
世
に
出
る
こ
と
を
拒
ん
だ
。
こ
の
こ
と
は
陳
謡
の
場

合
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
陳
謹
は
早
く
世
を
去
っ
た
が
、
陳
紀
は
や
が

て
董
卓
に
強
引
に
辞
召
さ
れ
、
五
官
中
郎
賂

・
侍
中

・
卒
原
相
を
歴

任
し
た
が
、
董
卓
の
長
安
遷
都
に
反
射
し
て
郷
里
に
闘

っ
た
。
し
か

し
ふ
た
た
び
召
し
出
さ
れ
尚
書
令
に
な
り
、
建
安
の
初
大
鵬
瞳
に
奔

さ
れ
て
官
に
浸
し
た
。

陳
紀
は
。
乱
世
に
は
出
で
ず
9

と
い
っ
た
儒
家
的
信
念
を
抱
い
て

又
前
述
し
た
よ
う
に
(
七
二
頁
〉
肉
刑
を

い
た
人
の
よ
う
で
あ
り
、

課
す
か
否
か
に
つ
い
て
一
見
識
を
抱
い
て
い
た
。

以
上
陳
筆
の
祖
父
・
父
に
つ
い
て
そ
の
生
涯
を
見
た
わ
け
で
あ
る

。3
噌

E
A

噌

E
A

が
、
儒
・
法
の
側
面
を
備
え
て
お
り

や
や
儒
に
傾
く
と
い
う
こ
と

が
認
め
ら
れ
る
。

八

陳
翠
の
俸
は
三
園
志
巻
こ
こ
に
あ
る
が
、

」
の
巻
に
は
陳
翠
を
含

め
て
六
人
の
停
記
が
の
せ
ら
れ
て
い
る
。
三
園
志
は
紀
俸
践
で
書
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
同
一
巻
中
に
奉
げ
ら
れ
た
人
々
は
、

麿
同
じ
類
型
に
属
す
る
と
考
え
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
司
馬
遷
が
史

記
列
俸
で
試
み
た
よ
う
な
強
烈
な
人
間
性
追
及
の
意
欲
は
見
ら
れ

な
い
に
し
て
も
、
同
一
類
型
の
人
物
を
同
一
傍
中
に
ま
と
め
る
こ
と
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は
行
な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
て
よ
い
よ
う
に
思
う
。

こ
う
い
う
意
味

で
、
細
剛
志
巻
二
二
に
俸
の
あ
る
人
物
を
一
瞥
す
る
こ
と
も
、
陳
翠
理

解
の
上
に
必
要
な
こ
と
の
よ
う
に
思
う。

巻
二
二
の
筆
頭
を
飾
る
の
は
桓
階
で
あ
る
。
こ
の
人
は
長
沙
臨
湘

の
人
と
あ
る
。
華
北
に
闘
を
建
て
て
い
た
説
に
お
い
て
、
湖
南
長
沙

の
出
身
と
い
う
の
は
、
珍
し
い
例
に
属
す
る
と
い
え
よ
う。

し
か
し

」
の
疑
問
は
、
彼
が
最
初
郡
太
守
で
あ

っ
た
孫
堅
に
、
績
い
て
荊
州

牧
劉
表
の
下
に
仕
え
て
お

っ
た
と
い
う
経
歴
か
ら
泳
解
す
る
。
苗
日
操

が
荊
州
進
出
の
際
に
貌
の
臣
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

貌
で
曹
主

・
曹
植
兄
弟
が
、
曹
操
の
後
継
者
と
し
て
の
地
位
を
廻

っ
て
争

っ
た
時
、
桓
階
は
曹
亙
を
支
持
し
績
け
た
。
曹
不
一
の
徳
が
優

れ
て
い
た
こ
と
を
認
め
た
た
め
で
も
あ
ろ
う
が
、
嫡
長
子
が
後
縫
者

に
立
つ
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
を
持

っ
て
い
た
か
ら
で
も
あ
る
。
そ

の
後選
尚
喜
典
選
壊
、

と
あ
る
。
選
翠
即
ち
官
吏
登
用
の
責
任
あ
る
地
位
を
委
ね
ら
れ
た
の

で
あ
る
。
桓
階
の
俸
の
文
章
は
す
ぐ
績
け
て

薗
田
仁
矯
閥
羽
所
圏
、

主
記
し
て
い
る
か
ら
、
二
一
九
年
ご
ろ
に
嘗
る
。
九
品
官
人
法
は
ま

だ
出
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て

文
帝
践
昨
、
遷
向
書
令
、

と
記
す
か
ら
、
陳
輩
の
先
任
者
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

貌
志
巻
二
二
の
第
二
番
目
は
陳
輩。

第
三
番
目
は
陳
矯
で
あ
る
。

」
の
人
は
慶
陵
東
陽
の
人
と
見
え

る

た
だ
し
後
漢
末
に
二
度
乱
を
避
け
て
江
南
に
赴
い
た
。

し
カ、

し
、
孫
策
や
衰
術
、が
江
南
に
勢
力
を
持

っ
て
い
た
こ
ろ
で
、
そ
の
下

に
つ
く
の
を
肯
ん
ぜ
ず
、
本
郡
に
開
り
、
太
守
陳
登
に
認
め
ら
れ
、

さ
ら
に
司
空
嫁
属
に
僻
さ
れ
た
。
嘗
時
曹
操
は
司
空
で
あ

っ
た
。
こ
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う
し
て
曹
操
の
故
吏
と
な
り
、
幾
つ
か
の
官
を
歴
任
し
、
向
書
に
な

っ
た
所
で
曹
操
が
崩
じ
た
。
こ
れ
よ
り
前
に
曹
亙
が
曹
操
の
後
継
者

に
決
定
し
て
い
た
。
し
か
し
、
曹
操
が
洛
陽
で
死
ん
だ
時
、
曹
植
が

そ
の
傍
に
お
り
、

な
お
不
安
定
な
時
で
あ

っ
た
。
陳
矯
停
に
は
次
の

よ
う
に
記
す
。

太
組
崩
洛
陽
、

以
魚
太
子
即
位
、

矯

嘗
須
詔
命
、

翠
臣
拘
常
、

目
、
王
嘉
子
外
、
天
下
憧
健
、
太
子
宜
割
京
即
位
、
以
繋
遠
近
之

墓

且
又
愛
子
在
側
、

則
祉
榎
危
奈
、

即
日
六
官
備

彼
此
生
襲
、

雨量

一
日
皆
耕
、
明

E
、
以
王
后
令
策
太
子
即
位
、

」
の
功
に
よ
り
文
帝
の
信
任
を
得
、
吏
部
に
椋
じ
た
。
吏
部
は
中
央



に
あ
?
て
下
級
官
吏
の
任
免
を
行
う
所
で
ト
同
時
に
施
行
さ
れ
た
九

品
官
人
法
を
貫
殺
あ
ら
し
め
る
震
の
裏
付
け
に
な
石
重
要
ポ
ス
ト
で

あ
る
。
更
に
向
書
令
に
遷
り
、
明
帝
の
時
に
司
徒
に
陸
っ
た
。

第
四
に
は
徐
宣
で
あ
る
。
こ
の
人
も
慶
陵
の
人
で
海
西
鯨
の
出

身
。
陳
矯
と
同
じ
よ
う
に
胤
を
江
南
に
避
け
、
孫
策
の
命
を
僻
し
て

麗
陵
に
障
り
、
太
守
陳
登
に
認
め
ら
れ
、
さ
ら
に
司
空
嫁
属
に
貯
さ

れ
た
。
陳
矯
と
同
じ
よ
う
な
履
歴
で
あ
る
が

二
人
は
卒
生
仲
が
悪

か
っ
た
と
い
う
。

曹
操
が
洛
陽
で
浸
し
た
時
、

競
郡
太
守
で
あ
っ
た
徐
宣
の
行
動
は

次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

太
租
崩
洛
陽
、
室
巨
人
殴
中
瑳
京
、
或
言
、
易
諸
城
守
、
用
譲
柿

人、

宣
属
韓
日、

今
者
遠
近
一
統
、
人
懐
教
節
、

何
必
議
浦
、

而

祖
宿
衛
者
心
、

と
。
彼
も
人
事
に
つ
い
て
一
家
言
を
も
っ
て
い
た
。

文
帝
は
こ
の
言
を
聞
い
て
非
常
に
喜
び
、
徐
宣
を
御
史
中
丞
に
任

じ

城
門
校
尉

・
司
隷
校
尉

・
散
騎
常
侍
を
歴
任
し
て
向
書
と
な

り
、
明
帝
の
時
向
書
左
僕
射
に
遷
っ
た
。

第
五
は
衛
時
嫌
で
あ
る
。
陳
留
裏
邑
の
人
。
父
の
衛
蕊
は
早
く
か
ら
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曹
操
を
人
物
と
し
て
認
め
、
曹
操
と
董
卓
、
が
後
陽
で
戦

っ
た
時
従
軍

し
て
戦
死
し
た
。
街
裁
も
曹
操
に
仕
え
、
丞
相
参
軍
事
、

戸
曹
嫁
を

歴
任

L
、
曹
植
擁
立
の
黛
に
興
す
事
を
勧
誘
さ
れ
た
が
、
こ
れ
を
指

絶
し
て
い
る
。
文
帝
即
位
の
時
に
は
、

時
、
翠
臣
並
頚
貌
徳
、
多
抑
損
前
朝
、
競
濁
明
蹄
授
之
義
、
稽
揚

漢
美
、

と
あ
る
。
後
、
向
蓄
に
遁
り
吏
部
向
書
に
陣
じ
た
。
明
帝
即
位
後

陣
矯
右
僕
射
、
典
選
摩
如
前
、

と
見
え
る
か
ら
、
文
帝

・
明
帝
期
に
人
事
面
を
捲
賞
し
て
い
た
。
そ

の
時
に
中
護
軍
の
蒋
済
か
ら
街
擦
に
書
面
が
お
く
ら
れ
て
来
た
。
そ

戸

h
d

吋

i1
A
 

の
こ
ろ
の
貌
の
政
治
は
、
早
く
も
一
つ
の
轄
換
期
に
見
舞
わ
れ
て
い

政
治
の
質
権
は
中
書
系
統
に
握
ら
れ
、
浮
撃
の
徒
と
呼
ば
れ

る
一
園
の
グ
ル
ー
プ
、
夏
侯
玄

・
諸
嘉
誕

・
部
臨
ら
が
拾
頭
し
て
来

た
。
蒋
済
は
こ
う
し
た
献
態
に
劃
し
て
憂
い
て
い
た
が
、
人
事
を
捲

た。首
し
て
い
た
衛
藤
に
到
し
て
も
、

一
つ
の
提
言
を
し
た
の
で
あ
る
。

漢
租
遇
亡
虜
、
魚
上
持
、
周
武
放
漁
父
、
震
太
師
、
布
衣
厩
養
可

登
王
公
、
何
必
守
文
試
而
後
用
、

そ
こ
に
は
明
ら
か
に
、
曹
操
の
人
材
登
用
方
針
、
才
能
中
心
主
義
が

強
く
表
面
に
現
れ
て
来
て
い
る
。
所
が
こ
れ
に
謝
す
る
衛
藤
の
返
答

は
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古
人
遺
智
慧
而
任
度
量
、
須
考
績
而
加
知
捗
、
今
子
、
同
牧
野
於

成
康
、
喰
断
的
於
文
景
、
好
不
紐
之
響
、
開
放
奇
之
津
、
特
使
天

下
馳
腸
而
起
失
、

で
あ
る
。

「
ま
さ
に
天
下
を
し
て
馳
騨
し
て
た
た
し
め
ん
」
と
い

っ

て
、
才
能
中
心
主
義
の
時
代
は
す
で
に
去
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
混
飢

を
ま
す
に
過
ぎ
な
い
事
を
述
べ
た
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
官
吏

登
用
法
が
門
地
主
義
に
傾
い
て
い

っ
た
こ
と
を
示
す
一
つ
の
材
料
と

街
擦
の
子
街
烈
は
夏
侯

い
え
よ
う
。

な
お
附
け
加
え
る
な
ら
ば
、

玄
・
諸
葛
誕
ら
貌
の
名
士
の
二
世
グ
ル
ー
プ
の
端
に
加
え
ら
れ
て
い

る。
第
六
番
目
は
直
腕
。
深
郡
一
鍬
豚
の
人
。
後
漢
末
の
同
学
者
で
あ
り
、

政
治
家
と
し
て
も
有
名
な
慮
植
の
末
子
で
あ
る
。
曹
主
が
建
安
十
六

年、

五
官
中
郎
将
と
な
っ
た
時
に
門
下
賊
習
に
召
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
曹
一生
直
系
の
家
臣
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

説
闘
既
建
魚
吏
部
郎
、
文
帝
践
昨
徒
黄
門
侍
郎
、
出
馬
済
陰
相
、

梁
諜
二
郡
太
守
、

と
見
え
る
か
ら
曹
操
が
親
王
に
封
ぜ
ら
れ
た
時
吏
部
郎
に
な
っ
て
い

た
。
其
の
後
地
方
長
官
や
典
農
校
尉
を
歴
任
し
、
二
三
四
年
(
青
龍

二
)
侍
中
と
な
り
、
在
職
三
年
に
し
て
吏
部
向
章
一
回
に
遁
り
、
選
挙
の

こ
と
に
あ
ず
か
り
、
考
課
法
を
制
定
し
た
。

以
上
六
名
が
三
園
志
に
陳
謝
中
と
巻
を
同
じ
く
す
る
人
々
の
素
描
で

あ
る
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
こ
と
は
、
文
帝
の
グ
ル
ー
プ
に
属
し
、

選
嗣
挙
に
関
係
し
て
い
る
と
レ
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

特
に
陳
翠
の
場

合
、
同
じ
く
選
撃
に
関
係
し
て
い
る
崖
淡
や
毛
新
(
何
れ
も
三
園
志

十
二
に
俸
が
あ
る
)
と
巻
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
さ
れ

る
。
そ
れ
は
車
に
巻
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
と
か
、
活
躍
の
年
代
の

達
だ
け
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

九
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以
上
論
じ
た
如
く
、
陳
翠
は
そ
の
出
身
地
・
家
柄
の
雨
面
か
ら
、

王
覇
合
わ
せ
持
つ
性
格
を
侍
え
ら
れ
、
さ
ら
に
後
漢
末
と
い
う
、
彼

の
生
き
た
時
代
か
ら
、
人
物
睦
識
に
秀
れ
た
才
能
を
瑳
揮
し
た
。

彼
の
生
涯
に
取
っ
て
、
曹
操
と
の
出
合
い
が
大
き
な
輔
機
に
な
っ

た
こ
と
は
否
め
な
い
。

か
つ
て
祖
父
陳
寒
が
牒
長
と
し
て
赴
い
た
柿

園
の
出
身
で
、

し
か
も
-
岨
父
が
そ
の
地
の
豪
族
と
劃
立
し
た
時
、
そ

の
中
心
に
い
た
と
思
わ
れ
る
曹
氏

・
夏
侯
氏
の
一
族
に
迎
え
ら
れ
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
曹
操
は
法
家
者
流
の
考
え
を
持
っ
た
人
で
、

養
祖
父
曹
騰
と
は
タ
イ
プ
の
違
っ
た
人
物
で
あ
っ
た
。



曹
操
の
下
で
司
空
西
曹
嫁
属
・
丞
相
東
西
曹
嫁
・
治
書
治
御
史

さ
ら
に
御
史
中
丞
と
い
っ
た
人
事
や
法
律
の
捨
嘗
官
と
な
っ
た
こ
と

は
、
曹
操
の
適
材
適
所
主
義
を
も
示
す
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

第
一
節
に
も
紹
介
し
た
よ
う
に
、
彼
の
政
治
の
や
り
方
は

朝
に
在
り
て
は
遁
と
無
く
莫
と
無
し
。
雅
ら
名
義
に
た
よ
り
、
非

道
を
も

っ
て
人
に
慣
ら
ず
ο

「
遁
と
な
く
莫
と
な
し
」
と
は
、
論
語
里
仁
篇
に
見
え

で
あ
っ
た
。

る
語
で
あ
る
。

子
日
、
君
子
之
於
天
下
也
、
無
適
也
、
無
莫
也
、
義
之
輿
比
。

陳
霧
が
陳
裂
の
俸
を
記
す
時
、

」
の
論
語
の
里
仁
篇
の
語
を
使

っ
た

と
い
う
こ
と
は
、
彼
の
政
治
方
針
に
儒
家
的
な
も
の
の
流
れ
て
い
る

」
と
を
認
め
た
か
ら
で
あ
ろ
う。

陳
撃
は
や
が
て
曹
主
に
認
め
ら
れ
、

そ
の
四
友
と
な
っ
た
。
こ
の

」
と
は
嘗
時
の
親
の
内
情
か
ら
考
え
て
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か

か
わ
ら
ず
、
反
曹
植
の
立
場
に
立
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
彼
の
俸

が
巻
二
二
に
置
か
れ
る
所
以
で
あ
る
。

こ
う
し
て
い
よ
い
よ
九
品
官
人
法
の
制
定
と
な
る
。
彼
の
名
を
現

在
に
高
か
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
。
九
品
官
人
法
の
制
定
事
情
に
つ
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い
て
は
、
宮
崎
市
定
博
士

「
九
品
官
人
法
の
研
究
L

を
は
じ
め
、
宮

川
向
志
氏
、
矢
野
主
税
氏
な
ど
先
皐
に
数
多
く
の
論
考
が
あ
り
、
蛇

足
を
加
え
る
に
過
ぎ
な
い
が
、
す
で
に
陳
筆
を
取
り
扱

っ
た
以
上

〕
れ
を
避
け
て
通
る
わ
け
に
も
行
か
な
い
。

九
品
官
人
法
の
施
行
年
月
が
延
康
元
年
剖
ち
二
二

O
年
の
二
月
か

ら
九
月
の
聞
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
、
九
品
官
人
法
は

漢
か
ら
貌
へ
の
稗
一議
革
命
の
準
備
段
階
の
信
用
の
資
格
審
査
で
あ
り

「
天
朝
選
用、

不
壷
人
材
」
と
い
う
言
葉
が
は
っ
き
り
こ
れ
を
示
す

と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
九
品
官
人
法
が
出
さ
れ
た
こ
ろ
の
説
朝
の
内
部
は
複
雑

-1l7~ 

で
あ

っ
た
。
曹
歪
と
太
子
の
位
を
争

っ
た
曹
植
が

ふ
た
た
び
王
位

に
剖
く
と
い
う
噂
す
ら
あ

っ
た
。
こ
の
争
い
は
寅
に
根
深
い
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
う
す
る
と
司
こ
の
九
品
官
人
法
が
企
園
す
る
資
格
審
査

は
、
反
曹
歪
振
に
も
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
。
陳
獄
中
の
俸
が
漢
親
交
代

期
に
選
事
に
あ
ず
か
り
、
曹
亙
の
支
持
者
で
あ
っ
た
人
々
と
同
じ
巻

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が

そ
れ
を
示
す
よ
う
に
思
う
。

次
た
考
え
ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
延
康
に
年
挽
が
代

っ
て
突
如
に
作

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
九
口
問
官
人
法
は
突

如
護
布
さ
れ
た
に
し
て
は
内
容
が
整
い
す
ぎ
て
い
る
と
愚
考
す
る
。

お
そ
ら
く
、

re
a
 

」
れ
ら
巻
二
二
に
俸
の
あ
る
曹
亙
涯
の
人
々
を
中
心
と
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し
て
、
延
康
元
年
以
前
か
ら
、
新
し
い
官
吏
採
用
法
と
し
て
研
究
さ

れ
て
い
た
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
資
絡
審
査
で
あ
る
と
同
時
に
新

王
朝
の
取
土
の
基
準
に
も
な

っ
た
の

で
あ
ろ
う
。

材
を
つ

く
さ
ず
」
と
い
う
の
は
、
漢
代

の
選
翠
法
の
持
っ

て
い
た
紙

「
天
朝
採
用、

陥
を
端
的
に
表
現
し
た
も
の
で
、
彼
が
頴
川
と

い
う
豪
族
社
舎
の
根

〔
徐
白
録
〕

「
大
英
博
物
館
ベ
ル

シ
ャ
語
湾
本
目
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